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雜 報

人 事

岡山醫科大學助教授　關 正 次

本俸七級俸下賜

岡山醫科大學助教授　榊 原 亨

本俸十級俸下賜

(七月二十四日)

衛生技師　武 波 晋 一

陞シテ高等官六等ヲ以テ待遇セラル

(七月三十一日)

陸軍二等軍醫正從五位勲四等　平 川 龍 造

任陸軍一等軍醫正

陸軍三等軍醫正正六位勲四等　杉 山 龜 之 助

任陸軍二等軍醫正

陸軍一等軍醫從六位動六等　川 北 伊 勢 吉

任陸軍三等軍醫正

陸軍二等軍醫從七位　高 市 太 加 一

任陸軍一等軍醫

陸軍二等軍醫　正 杉 山 龜 之 助

補靜岡衛戌病院長兼歩兵第三十四聯隊附

陸軍一等軍醫正　平 川 龍 造

補下志津衛戌病院長

久留米衛戌病院附
陸軍三等軍醫正

　金 光 三 郎

補歩兵第七十七聯隊附

東京第一衛戌病院附象陸軍軍
醫學校教官陸軍二等軍醫正

　平 野 林

補陸軍軍醫學校部員

陸軍三等軍醫正　川 北 伊 勢 吉

補歩兵第三聯隊附

歩兵第二十八聯隊附
陸軍一等軍醫　

久 保 田 正 治

補第七師團軍醫部部員

歩兵第七十三聯隊附
陸軍一等軍醫 　田 村 權 五 郎

補廣島衛戌病院附

善通寺衛戍病院附
陸軍一等軍醫　

高 市 太 加 一

補歩兵第二十二聯隊附

歩兵第四十聯隊附
陸軍二等軍醫　

山 本 靖 造

補陸軍造兵廠平壞兵器製造所廠員

歩兵第四十聯隊附
陸軍一等軍醫　 清 水 伸

補歩兵第十聯隊附

(八月一 日)

陸軍一 等軍醫　 丹 原 驍 夫

陸軍一 等軍 醫　森 定 惠

賜 一等給

(八月三 日)

岡山醫科大學助教授　池上馨一
本俸一級俸下賜

岡山醫科大學助教授　 大 熊 泰 治

本俸七級 俸下賜

(八月十八日)

敍 從五位　 正六 位　柿 沼 昊 作

(七日十五日)

○高 原 滋 夫君　 は豫て岡 山醫科 大學耳鼻 咽喉 科に勤務 し居 られ しか今般左記 日本人 病院に勤務せ らるる

こととな り本月10日 出發赴任せ られた り

Japanese Hospital

Honolulu, Hawai, U. S. A.

○村上 隆 徳君　は豫て岡山醫科大學に於て研究中なりしか今般大阪市北區扇町公園内北野病院に勤務せ

られたり
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○宮 崎 哲君　は大正15年 岡山醫科大學を卒業し直ちに同學柿沼内科教室に勤務し居られ しが今般呉

市濟生會病院に轉勤せられたり

○喜多島螺一君　は今般岡山醫科大學柿沼内科教室を辭し日本赤十字社岡山病院に勤務せられたり

○秋 山成六君　は今般東京府下町田町玉川治療所を畔し同府下東中野町宮園通りに於て開業せられたり

○山本 太郎君　 は今般大阪市友廣病院を辭し兵庫縣美方郡濱坂町に於て開業せられたり

○野 村 清君　 は今般豊崎診療院を辭し大阪市北區國分寺町に於て開業せられたり

○立花岩 吉君　 は昭和3年 岡山醫科大學卒業以來同大學泉外科教室に動務し居られしが今般辭職岡山市

大黒町に於て開業せられたり

〓 學位 授與　 豫て論文を岡山醫科大學に提出し學位を請求し居られし西山逸平,岡 田眞一,.柳榮の3

君は『月1日 の導授會を逼過 し7月21日 學位を授與せら払 末岡悟,吉 田稻太郎,須 藤五一郎,伊 原重彦

村山高の5君 は6月15日 の教授會を通過し本月12日 何れも學位を授與せられたり其主論文及び参考論文

は左の如し

西 山 逸 平 君

主 論 文

大腸菌「ア ソチ ヴイル ス」ノ研究

某1　 大腸菌「ア ソチヴイルス」作用 ハ試驗管 内實驗 (本 誌第42年 第2號 ニ發表 セ リ)

其2　 大腸菌「ア ンチヴイ,タス」ニ據 ル腹膜炎 治療 ハ實 驗的 研究(本 誌第42年 第3脇 ニ發表 セリ)

其3　 其免疫 學的關係　 其1(本 誌第42年 第8號 ニ發表 セ リ)

共4　 其免疫學的 蘭係　其2(本 誌第43年 第1號 ニ發表 セ リ)

共5　 其生 物學的研 究(本 誌 第43年 第3號 ニ發表 セ リ)

參 考論 文

1.組 織 内結核菌複染 色法 ニ就テ(本 誌第39年 第8號 ニ發表セ リ)

2.出 血乳房 ニ就テ(本 誌第40年 第7號 ニ發表 セ リ)

3.所 謂「ボ トリオ ミコーゼ」ニ就テ(本 誌 第43年 第7號 ニ發表セ リ)

4.異 常血管領域 ニ限局セ ル腎結核症 ニ就 キテ(本 誌第429號 ニ發表 セ リ)

岡 田 眞 一 君

主 論 文

腎被膜剥離 ガ腎細胞 生體染色 ニ及 ボス影響 ニ就テ(本 誌第43年 第2號 ニ發表セ リ)

參 考 論 文

1.腎 臟生體染色 ニ及 ボス「フロ リジ ン」ハ影響(本 誌第43年 第3號 ニ發表 セ リ)

2.腎 細胞 生體染色 ガ内臟 神經及 ビ腎神經叢 ハ遮断 ニ由テ如何 ニ影 響サルル ヤ(本 誌 第43年 第2

號 ニ發表 セ リ)

3.神 經 原纎維 鍍銀法 ノ一新 法 ニ就テ(フ ア リオ.ア ナ 卜ミカ.ヤ ボ ニカ 第7卷 第4號 ニ發 表セ リ)

4.心 筋 ニ於ケル運 動性紳經終 末ニ就テ(本 誌第43號 第2號 ニ發表 セ リ)
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5.神 經細胞 ノゴ ルヂ ー氏裝置 ニ及 ボス「コレステ リン」竝 ニ「レ3チ ン」ハ影響 ニ就テ(岡 山 醫科大

學歐 文業府第1卷 第4號 ニ發表セ リ)

6.謄 汁鬱滯 ニ因 ル神經細胞 ハ變化殊 ニ其 ニツスル氏小體及 ビゴ ルヂ ー氏裝置 ノ變 化 ニ就テ(本 誌

第43年 第4號 ニ發表 セ リ)

柳 榮 君

主 論 文

難免疫血清ニ關スル血清學的研究特ニ被働性過敏症竝ニ補體結合反應ニ就テ(昭 和6年5月 倉敷

中央病院年報第5號 ニ發表セリ)

參 考 論 文

I, 1.血 清 ハ膠質安定度 ニ就テ(第1囘 報告)特 ニ血清 ハ膠質安定度 ニヨル妊娠 ハ早期診斷法

附.赤 血球沈降速度 トハ關係 ニ就テ (本多操,柳 榮共著 近畿婦人 科學會 雜誌第11卷 第

3號 ニ發表セ リ)

I, 2.血 清 ハ膠質安定度 ニヨル妊娠 ハ早期診 斷法(第2囘 報告)(本 多操,柳 榮共著 昭和4年4

月倉敷 中央病院年報第3號 ニ發表 セ リ)

2.各 種黴毒 血清反應比較試驗(柳 榮,駒 原一元共著 昭和3年6月 倉敷 中央 病院年報第1號 ニ發

表セ リ)

3.氣 候 ノ手術後體温 ニ及 ボス影響(昭 和2年6月 倉敷 中央病 院年報 第1號 ニ發表 セ リ)

4.先 天性腟 横中隔 ニ就テ(臨 牀産 科婦人科第3卷 第5號 ニ發 表セ リ)

5.交 購性膣壁裂傷 ハ1例(昭 和4年4月 倉敷 中央 病院年報 第3號 ニ發表セ リ)

6.子 宮破裂 ハ1例(グ レ ンツゲビ ー ト第1年 第12號 ニ發表セ リ)

7.止 血剤 卜シテ ノ濃厚枸 櫞酸 曹達第1囘 報告(臨 牀的報 告)(本 多操,中 堀慶一郎,柳 榮共著)

(治療及處方第102號 ニ發表 セ リ)

末 岡 悟 君

主 論 文

體温調節中樞 ニ關 スル實験的研究　 第1報　 神經中樞 ハ2, 3刺 戟竝 ニ遮斷 ノ體 内熱經理 ニ及 ボス影

響(本 誌第93年 第1號 ニ發表 セ リ)

第2報　 骨骼筋 ノ熱成生機能 ニ就テ(本 誌第43年 第5號 ニ發表セ リ)

第3報　 消化腺就中肝臟 ハ温 熱成生 機能 ニ就テ(本 誌第43年 第6號 ニ發表 セ リ)

參 考 論 文

1. 1年 有餘生 存.セル脊髄擴斷犬 ノ1例(追 テ本誌 ニ發 表 ノ豫 定)

2.外 科的結核症 ハ血清「リバ ノーゼ」含有量竝 ニ之 卜赤血球 沈降反應 トハ關係 ニ就テ(本 誌第42

年第2號 ニ發表 セ リ)

3.外 科的結核 ハ1「 ツベルク リン」療法(プ リツシユ及 ア イゼル スベル ヒ氏法)(グ レンツゲビー

ト第3年 第6號 ニ發表セ リ)
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吉 田 稻 太 郎 君

主 論 文

肝臟「ヂス トマ」病家兎肝臟 ニ於ケル尿酸 々化酵素 ニ關 スル實驗的研究(第1囘 報告)(本 誌第43

 年第3號 ニ發表セ リ)

同(第2囘 報 告)(同 上誌 ニ發表 セ リ)

參 考 論 文

1.胎 兒 顱頂 骨 ニ於ケル「カルチウーム」及 ビ燐含量 ニ就テ(岡 山醫科大學欧文業府第2卷 第3號

ニ發表セ リ)

2.家 兎絶對飢餓及 ビ餓屍 ニ於 ケル尿竝 ニ血液 ノ無機鹽類 ニ就テ(追 テ本誌 ニ發表 ノ豫定)

3.硫 化水素 中毒家兎 ノ尿 ニ於ケル2, 3物 質 ノ變化 ニ就テ(吉 田稻太 郎.上 野 博共著)(追 テ本

誌 ニ發表 ノ豫定)

須 藤 五 一 郎 君

主 論 文

麻痺性凝呆發熱療法 ノ本態 ニ關 スル研究

其1「 マラ リア」移植 ヲ經 タル麻 痺性 療呆繼髓 ノ變化 ニ就テ(追 テ本 誌 ニ發表 ノ豫定)

其2 黴毒 家兎睾丸 ニ對 スル鼠咬 症「スピ ロヘー タ」療怯 ノ影響 ニ就テ

附.麻 痺性癡呆發熱療 法 ハ解 剖學的根據ニ就テ ノ考察(追 テ本誌 ニ發表 ノ豫定)

參考 論文

1.家 兎自然一新隅 炎所謂 岡山B型 ニ就テ(追 テ本誌 ニ發表 ノ豫定)

2.筋 強直證 状ヲ示 セル慢 性流 行性腦 炎(神 經學雜誌第32卷 第2號 ニ發表セ リ)

3.過 去7箇 年ニ於 ケル「マ ラ リア」療法 ノ成績 (追 テ本誌ニ發表 ハ豫 定)

4.汎 硬腦膜 炎ニ關 スル知見(須 藤 五一 郎,西 村慶次共著)(神 經學雜誌第28卷 第7號 ニ發表セ リ)

伊 原 重 彦 君

主 論 文

水銀中毒 ノ實驗的研究

其1　 第1囘 報告(本 誌 第43年 第1號 ニ發表セ リ)

其2　 第2囘 報告(追 テ本誌 ニ發表 ノ豫定)

參 考 論文

1.水 銀蒸氣 ノ臟器酵素 ニ及 ボス影響 ニ就テ ノ實驗的研究(中 井良 平,勝 野勝,伊 原重彦 共著)

(本 誌第43年 第5號 ニ發表 セ リ)

2.鼠 咬症「スビロへー タ」ヲ以 テセル變形黴毒治療 ノ實 的驗研究(神 經學雜誌第27年 第2號 ニ發

表 セ リ)

3.一 自殺例 ハ考察(神 經學雜誌第29卷 第6號 ニ發 表セ リ)
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4.蒼 鉛劑 ノ黄疽出血性「スピ ロヘー タ」及 ビ鼠咬症「ス ピロヘ ータ」ニ及 ボス作用 ニ就 テノ實驗的研

究(田 川蝉太郎,伊 原重 彦共著)(實 地醫家 卜臨牀第6卷 第11號 ニ發表 セ リ)

村 山 高 君

主 論 文

膵臓原基 ハ發生 ニ關 スル研究

其1　 鳥類特 ニ家鳩 ニ於 ケル檢索(本 誌第42年 第11號 ニ發表 セ リ)

其2　 鳥類特 ニ十姉妹 ニ於 ケル檢索(岡 山醫科大學 歐文業府第2卷 第2號 ニ發 表セ リ)

其3　 哺乳動物特 ニ豚胎兒 ニ於 ケル檢索(本 誌 第43年 第3號 ニ發表 セ リ)

參 考 論 文

1.胃 液酸 曲線 ニ就テ 附.室 腹時胃 内容 ニ就テ(本 誌 第40年 第3號 ニ發表 セ リ)

2.胃 原基 ノ形態 學的發生 ニ就テ

鳥類特 ニ家鳩 ニ於 ケル檢 索(岡 山醫科大學 欧文 業府第2卷 第2號 ニ發表セ リ)

3.肺 臓 原基 ノ形態 學的發 生ニ就テ

鳥類特 ニ家鳩 ニ於 ケル檢索(村 山高,藥 師寺忠志共著)(本 誌 第43年 第8號 ニ發表 セ リ)

4.酸 及 ビ「アル カ リ」排 泄能力 ニヨル腎臟機能檢査 ニ就テ(村 山高,横 山丈夫共著)(本 誌第39

年 第9號 ニ發 表セ リ)

5.岡 山縣立高松農學校寄宿舎 ニ發生 セル狸紅 熱 ノ臨 牀的觀 察.特 ニ其 ノ血液 像ニ就 テ(村 山高

福 田豊,正 木 忠生共著)(本 誌第40年 第10號 ニ發表 セ リ)

〓 神 戸 通 信　 十 日會 例 會　 8月 十 日會例 會を須磨區 と聯 合にて9日(日 曜 日)有 馬温泉兵衛 川別莊

に 開 く,午 後1時 頃よ り清 遊を兼ね,中 には家族同伴 の方 々もある等,ゆ つ くり した氣分で來 會さるるもの

39名 に達 した. 7時 よ り開宴,一 同凉味 と酒氣 と美形 とを滿喫 し11時 頃各自散會す.

尚 ほ當 日岡山醫科大學産婦 人科教室 熊谷藏之允君 の偶 然の御來遊を得た ことを附記す.

因に出席者は

内田綱太郎　 小澤 清躬　 橘 義一　 馬詰 征平　 中村 松男　 山本 陸次

岩本 靜夫　 足高萬太郎　 星島 卓爾　 林 孝彦　 河合 忠義　 赤岩 亨二

三上 達郎　 勝呂 學　 藤原 政雄　 富山 四郎　 人見楠右衛門　 高橋 四郎

佐野　 實　 宮原 正康　 高組 敏雅　 清水 脇男　 和田 精才　 水田 泰了

緒方 顯孝　 結縁 主計　 山中 豊二　 熊谷蔵之允　 本城 定男　 前田 三郎

日並 温和　 鵜 山 君　 中村 四郎　 野津 芳孝　 田村砧三郎　 仁木 久雄

鎌田維三郎　 戸田 亨　 渡邊 傳二(幹 事 戸田,渡 邊)

〓岡山醫學會第339囘 通常會

同會は本年9月17日 午後4時 より岡山醫科大學に於て開會の筈な り
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